






















方向に-軸性応力を加えると高応力極限で約 10% , 束縛エネルギーが減少した｡
(2)零応力状態で<111>方向に磁場を加えた場合,Siの,Si(AS)では, 磁場と共に光伝
導信号は減衰する傾向を示したが,Si(Li)では減衰せず,明らかに異なる傾向を示した｡













在し,Mnイオンは -Mnl=JIMn2 左 Mn3互 hh4tlMn512仙 6-のように磁気的につながっ
ている｡そこで強い交換相互作用 ∫1 で結ばれているスピンは pairを作っているとし, これ
らのスピンを pai,スピンと呼び, pairスピンと弱い交換相互作用 J2 で結ばれているスピン
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竹 尾 義 久
ガリウムを含むゲルマニウムに,低温で光励起を行なうと束縛励起子が作られる｡ガリウム
不純物に束縛された励起子の遠赤外吸収スペクトルは,零ストレス下ではまだ測定されていな






赤外 レー ザ媒質の吸収線に一致させる為の帰還方式を利用した｡その結果,メタノー ルの118.8
〟mの発振線では, 以荊のO.1mWから0.7mWへと増出力がなされ,又,20/Oの出力安定性を得
た ｡
次に束縛励起子の観測結果について述べる｡用いた試料のガリウム不純物の濃度は6×1014
cm~3である｡磁場を [111]方向と平行にかけて,透過スペクトルを観測すると,遠赤外領域
では,不純物の吸収,さらに光励起下では,電子,正孔のサイクロトロン共鳴,自由励起子,
束縛励起子の吸収が期待される｡ 測定の結果,ガリウム不純物,自由励起子, 電子サイクロト
ロン共鳴による吸収が観測されたが, 束縛励起子,正孔のサイクロトロン共鳴による吸収は観
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